
 

 

平成３０年度 第１回鹿児島県交通渋滞対策協議会 

 

議事概要 

 

１． 日 時 平成３０年８月１日（水） １４：００～１６：００ 

 

２． 場 所 鹿児島国道事務所  ５階会議室 

 

３． 議 事 

 

（１）これまでの検討経緯 

（２）対策箇所の交通状況 

（３）主要渋滞箇所の対策検討・立案 

（４）ソフト施策の検討 

（５）官民連携による渋滞対策 

（６）次回協議会に向けた検討項目 

 

４． 議事要旨 

● 交通状況のモニタリング結果について確認した。 

● 対策箇所について、引き続きモニタリング調査を行っていくことを確

認した。 

● 鹿児島エリアの短期対策（ピンポイント対策）の検討・立案を引き続

き行っていくことについて確認した。 

● ソフト施策について、鹿児島南部エリアを重点的に検討し推進してい

くことについて確認した。 

 

 

 

以上 
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本日の進め方

1

これまでの検討経緯

各エリアにおける主要渋滞箇所の最新データによる
交通状況のモニタリング

主要渋滞箇所の渋滞要因の共有

今後のスケジュール等

ハード・ソフトを含めた対策の検討・調整について議論

対策済み箇所の状況

◇主要渋滞箇所のフォローアップ

◇交通状況のモニタリング

主要渋滞箇所の選定基準に該当しない箇所

本日のポイント

南部断面のソフト対策検討・・・

ポイント２

主要渋滞箇所の解除予定について・・・

ポイント１

官民連携による渋滞対策について議論 ピンポイント渋滞対策

ポイント３

・・・



１．これまでの検討経緯

・H25.1に主要渋滞箇所を公表し、それ以降、主要渋滞箇所への対応の基本方針や、今後の取り組みに対する協議を実施。
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１．これまでの検討経緯

3

鹿児島エリア

その他エリア（姶良市・霧島市）

平川町交差点

産業道路南入口交差点 鹿児島市
109箇所

86%

姶良市
8箇所

6%

霧島市
6箇所

5%

その他
4箇所

3%

鹿児島県内
１２7箇所

エリア

凡例

■主要渋滞箇所の市町別内訳

主要渋滞箇所数

当初 現在

129箇所 127箇所

集約区間数 箇所数

48区間
14箇所

（112箇所）

鹿児島県内の主要渋滞箇所（一般道）

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成

区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続し
ており、複数の主要渋滞箇所を含む区間

主要渋滞箇所の状況

○鹿児島県内の主要渋滞箇所は、平成25年1月に129箇所を選定・公表。
○平成29年7月までに、平川町交差点・産業道路南入口交差点の解除を行い、現在127箇所が残存。
○県内の主要渋滞箇所の約9割が鹿児島市に集中。

（２）主要渋滞箇所の選定結果

2箇所
解除

解除済み箇所



２．対策箇所の交通状況

（１）平成25年1月以降の対策済み箇所

○鹿児島県内では、平成25年1月の主要渋滞箇所の選定以降、15箇所の主要渋滞箇所に対して12事業を実施。
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対策済箇所 今回20km/h以上の箇所

平成25年1月以降に
整備された

主な道路事業

※主要渋滞箇所の交通状況に
影響があると思われる事業

No. 主要渋滞箇所名
データで

20km/h以上
事業名

事業
主体

完了
年次

備考

1 加治木IC 加治木バイパス 国 H25.3

2 田上ランプ

鹿児島東西道路 国 H25.9
3 建部神社前

4 武岡団地西入口

5 田上橋

6 金属団地 金属団地交差点改良 県
H26.2
H27.11

7 中洲電停 中洲電停交差点改良 県 H26.9

8 永田橋 永田橋交差点改良 県 H26.9

9 南港南口 南港南口交差点改良 県 H27.2

10 伊敷団地入口 伊敷団地入口交差点改良 国 H27.3

11 和田坂 和田坂歩道整備事業 国 H27.12

12 清見橋北 谷山地区連続立体交差事業 市 H28.3

13 谷山駅前 谷山駅周辺地区土地区画整理事業 市 H30.3 一部事業中

14 武町 武町交差点改良 県 H28.5

15 吉野町帯迫中央 吉野地区土地区画整理事業 市 H30.1

※プローブデータより、全方向で平日朝・夕、休日昼の平均速度20km/h以上。

※

鹿児島東西道路
(鹿児島IC～建部IC)
平成25年9月開通

【鹿児島市】

平川道路（4車線拡幅）
平成26年3月開通

【姶良市】

加治木バイパス（4車線拡幅）
平成25年3開通

N N

和田坂歩道整備事業
（右折車線の延伸・
歩道新設・拡幅）

平成27年12月開通

谷山地区連続立体
交差事業

平成28年3月高架化

伊敷団地入口交差点改良
平成27年3月開通

南港南口交差点改良
平成27年2月開通

金属団地交差点改良
平成26年2月、

平成27年11月開通

中洲電停交差点改良
平成26年9月開通

武町交差点改良
平成28年5月開通

谷山駅前交差点
（右折レーン設置・

市道付替え）
平成30年3月開通

：主要渋滞箇所（その他対策済）

：主要渋滞箇所（未対策）

：主要渋滞区間

武町

建部神社前

中洲電停

南港南口

金属団地

清見橋北

谷山駅前

和田坂

伊敷団地入口

加治木IC

田上ランプ

武岡団地
西入口

田上橋

▼主要渋滞箇所（一般道）の選定基準

曜日・時間帯 選定基準

平日 朝 （7時～9時）
平均速度20km/未満

※いずれか一方向でも該当
する箇所

平日 夕 （17時～19時）

休日 昼 （7時～19時）

※今回、該当箇所なし

吉野地区土地区画
整理事業

平成30年1月開通

吉野町帯迫中央



No. 交差点名 対策事業名 対策内容
完了

年次

今後の対策

（既存計画路線等）
方角 路線名

選定時平均速度(km/h)

[H24.9～H25.2]

対策後平均速度(km/h)

[H29.4～H30.3]

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

1 加治木IC 加治木バイパス 車線増(2車線⇒4車線) H25.3 対策事業なし

東
東九州自動車道

（主）
9.3 9.8 13.9 15.5 18.8 22.2

西 国道10号（主） 11.0 12.7 14.6 23.2 31.0 32.8

北 県道55号（従） 10.9 6.6 12.9 10.0 10.8 11.8

南西 県道55号（従） 17.4 22.9 27.3 17.6 21.1 25.4

2 田上ランプ

鹿児島東西道路 東西道路（上り線部分供用） H25.9
東西道路整備

（甲南IC）

北西 県道24号（主） 18.1 9.4 12.4 20.5 23.6 29.7

南東 県道24号（主） 8.4 19.4 24.2 25.4 19.0 26.2

東 国道3号（従） 13.8 11.9 10.6 33.2 15.0 17.1

西 国道3号（従） 5.3 5.8 5.1 12.2 15.3 18.3

3 建部神社前

東 県道24号（主） 16.2 18.7 19.0 31.5 29.6 32.2

西 国道3号（主） 13.5 17.7 20.7 9.3 15.5 26.7

北 市道等（従） 2.8 2.9 3.7 3.6 3.3 4.9

南 県道24号（従） 4.2 5.1 6.0 6.2 7.5 9.3

4 武岡団地西入口

北西 県道24号（主） 12.4 16.2 19.9 15.7 18.4 23.2

南東 県道24号（主） 6.4 6.7 11.2 11.2 12.4 17.6

北東 市道等（従） 15.6 15.6 22.3 12.5 10.2 15.4

5 田上橋

東 県道24号（主） 9.8 13.4 14.2 14.9 15.9 16.9

西 県道24号（主） 9.8 14.5 14.5 17.2 18.8 21.0

南西 市道等（従） 8.4 8.7 7.1 11.5 10.9 12.4

２．対策箇所の交通状況
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○一部速度向上は確認できるが、主要渋滞箇所の特定要件のクリアはされていないため今後も引き続きモニタリングを行っていく。
○対策効果の詳細検証および既存対策の整備促進を図るとともに、新たな対策立案を含め検討していく。

（２）交通状況のモニタリング （選定時との比較①）

データ：フォローアップデータ事業方向：



No. 交差点名 対策事業名 対策内容
完了

年次

今後の対策

（既存計画路線等）
方角 路線名

選定時平均速度(km/h)

[H24.9～H25.2]

対策後平均速度(km/h)

[H29.4～H30.3]

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

6 金属団地 金属団地交差点改良
左折車線の新設

右折車線の増設

H26.2

H27.11

臨港道路整備

（鴨池中央港線）

北東 県道217号（主） 16.4 20.0 20.3 28.2 23.1 23.8

南西 県道217号（主） 19.7 23.6 22.0 25.6 25.9 25.7

南東 市道等（従） 9.4 4.8 4.3 10.3 4.7 5.0

北西 市道等（従） 4.6 5.6 4.4 6.6 6.8 4.9

7 中洲電停 中洲電停交差点改良
右折車線の延伸

左折車線の新設
H26.9

東西道路整備

（甲南IC）

北 県道24号（主） 3.3 4.5 5.8 5.6 5.4 7.4

西 県道24号（主） 14.7 9.6 10.4 13.8 9.8 11.8

東 市道等（従） 5.8 4.9 7.8 7.2 8.5 11.8

南 市道等（従） 5.2 4.7 5.6 3.8 3.6 5.2

8 永田橋 永田橋交差点改良
右折車線の延伸

左折車線の新設
H26.9 対策事業なし

東 国道58号（主） 4.9 8.5 5.7 ー 5.5 7.2

南 国道58号（主） 11.3 9.2 12.8 ー 11.6 15.9

北 県道81号（従） 15.5 10.1 15.4 20.6 9.9 9.4

西 県道79号（従） 28.0 4.1 11.1 ー ー ー

9 南港南口 南港南口交差点改良 左折車線の増設・延伸 H27.2
臨港道路整備

（鴨池中央港線）

北東 県道217号（主） 14.4 13.7 14.4 20.7 21.0 18.4

南西 県道217号（主） 29.0 26.5 24.8 31.1 32.5 30.1

東 市道等（従） 6.6 4.9 4.5 10.9 4.5 5.9

西 市道等（従） 5.7 5.4 4.6 6.5 5.6 6.3

10 伊敷団地入口 伊敷団地入口交差点改良
右折車線の延伸

カラー舗装
H27.3 対策事業なし

北 国道3号（主） 8.1 8.7 9.6 13.8 16.1 16.7

南 国道3号（主） 17.9 16.2 14.8 28.7 27.3 30.0

北東 市道等（従） 15.5 16.5 16.5 15.7 17.0 18.2

南西 市道等（従） ー 38.4 14.2 4.6 4.1 17.6

11 和田坂 和田坂歩道整備事業 右折車線の延伸 H27.12 対策事業なし

北 国道225号（主） 18.9 14.9 23.0 16.3 13.0 19.6

南 国道225号（主） 7.7 10.7 12.4 9.6 12.1 15.3

南東 県道219号（従） 20.6 15.0 17.6 21.6 15.9 22.2

北西 市道等（従） 5.2 12.0 10.4 12.3 11.0 13.0

２．対策箇所の交通状況
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（２）交通状況のモニタリング （選定時との比較②）

データ：フォローアップデータ事業方向：



No. 交差点名 対策事業名 対策内容
完了

年次

今後の対策

（既存計画路線等）
方角 路線名

選定時平均速度(km/h)

[H24.9～H25.2]

対策後平均速度(km/h)

[H29.4～H30.3]

平日朝 平日夕 休日昼 平日朝 平日夕 休日昼

12 清見橋北 谷山地区連続立体交差
谷山地区連続立体交差事業

（踏切の撤去）
H28.3

谷山駅周辺地区
土地区画整理事業

北東 国道225号（主） 7.6 2.8 7.3 17.2 17.4 24.8

南西 国道225号（主） 16.8 13.3 14.7 19.2 17.5 21.1

南 市道等（従） ー 2.5 4.7 9.1 3.0 5.3

13 谷山駅前 谷山駅周辺地区土地区画
整理事業

谷山駅前交差点改良 H30.3

北東 国道225号（主） 16.2 11.7 13.6 14.4
（15.9）

12.6
（14.2）

16.0
（19.0）

南 国道225号（主） 8.9 8.0 8.1 10.7
（21.7）

10.4
（17.7）

11.1
（18.0）

北 県道212号（従） 4.7 1.7 3.5 3.1
（1.8）

2.2
（4.3）

4.6
（4.0）

西 市道等（従） 7.7 4.3 6.0 市道付替えのため削除

14 武町 武町交差点改良
左折車線の新設

バス滞留スペース新設
H28.5

東西道路整備

（甲南IC）

東 県道24号（主） 8.9 16.8 13.6 24.6 17.3 21.8

西 県道24号（主） 17.2 14.0 18.1 14.1 13.8 17.8

北 市道等（従） 3.0 3.7 3.7 4.4 4.4 5.1

南 県道35号（従） 4.7 7.5 7.4 5.8 7.7 8.5

15 吉野町帯迫中央 吉野地区土地区画整理事業
車線増(2車線⇒4車線)

右折車線の新設
H30.1

吉野第二地区

土地区画整理事業

北 県道16号（主） 28.5 13.5 19.5 35.7 23.5 26.5

南 県道16号（主） 27.8 25.8 28.0 29.5 27.2 27.8

東 市道等（従） 6.7 5.5 8.6 6.4 5.2 7.3

西 県道209号（従） 5.6 5.1 7.9 7.4
（7.2）

5.5
（6.1）

8.1
（10.0）

２．対策箇所の交通状況
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（２）交通状況のモニタリング （選定時との比較③）

データ：フォローアップデータ ※（）内は開通後1-2か月分の値事業方向：



《位置図》 《説明図》 対策：目的地の違う交通の分散及び右折レーン設置

対策実施前

対策実施後

至 ＪＲ谷山駅

・谷山駅及び谷山IC方面
への右折車により直進車
両の交通を阻害

至 南九州市

至

鹿
児
島
市
街

谷山駅前交差点

(仮)谷山駅前南交差点

至 谷山ＩＣ

・市道の付替えに伴い右
折レーンを設置する事で
直進阻害の解消（H30.3）

JR谷山駅への右折レーン設置

・谷山駅前交差点に右折レ
ーンを設置することで直進
阻害の解消（H29.3）

至 南九州市

至

鹿
児
島
市
街

(仮)谷山駅前南交差点

谷山駅前交差点

至 谷山ＩＣ

至 ＪＲ谷山駅

・市道付替えにより目的地
の違う交通を分散（H30.3）

右折レーン設置前 写真

○整備前は、右折車による直進阻害が発生していた。
〇右折レーン設置（Ｈ２９．３月）により右折車による直進阻害が軽減した。
○また、市道南清見諏訪線の付替（Ｈ３０．３月）により、目的地の違う交通を分散。

右折レーン設置後 写真

写真①鹿児島市街地から南九州市方面を臨む

写真②南九州市から鹿児島市街地方面を臨む

写真①鹿児島市街から南九州市方面を臨む

写真②南九州市から鹿児島市街方面を臨む

・交差点形状見直しによ
り目的地の違う交通を
分散（整備中）

右折車による直進阻害が発生

右折車による直進阻害が発生

２．対策箇所の交通状況

（３）国道225号 谷山駅前交差点／右折レーン設置、市道付替え、交差点形状見直し
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・駅前広場整理により、モーダル
コネクト推進（整備中）
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２．対策箇所の交通状況
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▼主要渋滞箇所の点検（モニタリング）結果

谷山駅前交差点

（鹿児島市）

平均速度

平日朝 平日夕 休日昼

H24.9～H25.2平均 4.7 1.7 3.5

H29.4～H30.3平均 3.1（1.8） 2.2（4.3） 4.6（4.0）

▼【選定時】 方向別速度（km/h）

データ：プローブデータ（各流入方向の最低速度を記載） 単位：km/h
※（）内はH30.3の1か月分の値

▲谷山駅前交差点

▼【最新】 方向別速度（km/h）

データ：プローブデータ（H29.4～H30.3平均）データ：プローブデータ（H24.9～H25.2平均）

至 鹿児島市内

谷山駅前交差点

方向①

方向②

N

20

至 指宿

225

217

谷山地区連続立体交差事業
（H28.3完了）

方向③

方向④

至 指宿

至 鹿児島市内 方向③

市道付替えのため削除

○最新データにおける平均速度も全方向で20km/h未満が存在しており選定基準に該当するため、今後も引き続きモニタリングを行っていく。

（３）国道225号 谷山駅前交差点／右折レーン設置、市道付替え、交差点形状見直し

谷山駅前交差点改良
（H30.3完了）

方向1：国道225号（北東） 方向1：国道225号（北東）

方向2：国道225号（南） 方向2：国道225号（南）

方向3：（県）谷山停車場線（北） 方向3：（県）谷山停車場線（北）

方向4：市道等（西） 方向4：市道等（西）



２．対策箇所の交通状況

（４）県道16号 吉野町帯迫中央交差点／4車線拡幅、右折レーン設置
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《位置図》 《説明図》 対策：4車線拡幅、右折レーン設置

対策実施前

対策実施後

整備前 写真（H18）

○整備前は、県道16号の交通容量不足による速度低下および県道209号の右折車による直進阻害が発生していた。
〇県道16号の4車線化（H２８年度完了）による交通円滑化や右折レーン設置（Ｈ３０．１月）による右折車の直進阻害が軽減した。

4車線化後 写真

写真①薩摩吉田IC方面から鹿児島市街を臨む（県16号）

写真②下田町から帯迫中央交差点を臨む（県209号）

直進・左折車両
右折車両

直進・左折車両
右折車両

至

鹿
児
島
市
街

至

薩
摩
吉
田
Ｉ
Ｃ
方
面

至

鹿
児
島
市
街

至

薩
摩
吉
田
Ｉ
Ｃ
方
面

至 鹿児島市下田町

至 鹿児島市下田町

・右折レーンを設置するこ
とで直進阻害の解消

・鹿児島市街への右折車
により直進車両の交通を
阻害

・4車線化による容量拡大で
交通円滑化

鹿児島県

鹿児島県鹿児島市

鹿児島市

N

県道16号

整備前 写真（H24） 右折レーン設置後 写真

・県道16号上下線の
交通容量が少ない

N
N

写真①
写真②

写真①

吉野町帯迫
中央交差点

H30.6.1（金）夕16時台

写真②

16 16

209

16 16

209
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２．対策箇所の交通状況
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▼主要渋滞箇所の点検（モニタリング）結果

吉野町帯迫中央交差点

（鹿児島市）

平均速度

平日朝 平日夕 休日昼

H24.9～H25.2平均 5.6 5.1 7.9

H29.4～H30.3平均 6.4（7.2） 5.2（6.1） 7.3（10.0）

▼【選定時】 方向別速度（km/h）

▲吉野町帯迫中央交差点

▼【最新】 方向別速度（km/h）

データ：プローブデータ（H29.4～H30.3平均）データ：プローブデータ（H24.9～H25.2平均）

至 鹿児島市内

吉野町帯迫中央
交差点

方向③

方向②

N

至 指宿

方向④

方向①

16

16

209

（４）県道16号 吉野町帯迫中央交差点／4車線拡幅、右折レーン設置

〇最新データにおける平均速度も方向2で20km/h未満が存在しており選定基準に該当するため、今後も引き続きモニタリングを行っていく。
※方向2の右折レーン設置がＨ３０．１月に完了のため、効果把握を実施するデータが不足している。

吉野地区土地区画整理事業
（H30.1完了）

データ：プローブデータ（各流入方向の最低速度を記載） 単位：km/h
※（）内はH30.2、H30.3の2か月分の値

方向4：（県）帯迫下田線（西） 方向4：（県）帯迫下田線（西）

方向3：市道等（東） 方向3：市道等（東）

方向2：（県）鹿児島吉田線（南） 方向2：（県）鹿児島吉田線（南）

方向1：（県）鹿児島吉田線（北） 方向1：（県）鹿児島吉田線（北）



内々交通

148千台

28%

内外交通

328千台

61%

通過交通

61千台

11%

総交通量

536千台内々交通
148千台

87千台

鹿児島市
中心部
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３．主要渋滞箇所の対策検討・立案

（１）鹿児島エリアの交通流動
○鹿児島エリアの現況交通流動は、内外交通（約328千台）が多く、各流入断面で深刻な容量不足が発生。
○事業化路線（鹿児島北バイパス、鹿児島東西道路、臨港道路）の早期整備が必要。

鹿児島エリアの交通流動と混雑度

凡例

流出交通

内々交通

内外交通

通過交通

断面混雑度

西部断面
1.75

北部断面
1.48

南部断面
1.99

北西部断面
1.71

交通流動の内訳

断面混雑度：H27道路交通センサス（県道以上を対象）
交通流動：現況交通量推計結果（市道等含む）より作成

内外交通が約6割と多い



対象地域 地域・交通特性 今後の対策（案）

北部
国道10号、県道16号を利用して周辺市町からの交
通が集中
JR日豊本線、路面電車、バス網が整備済。

ハード
関連道路の交差点改良（鹿児島北ＢＰ接続部等）
吉野地区区画整理事業
道路敷地内でのピンポイント対策等

ソフト 鉄道、路面電車の利用促進（鹿児島駅前広場整備等、パーク&ライド）等

北西部
国道３号を利用して周辺市町からの交通が集中。
公共交通はバスのみ。

ハード
鹿児島東西道路の延伸
道路敷地内でのピンポイント対策等

ソフト バス利用の促進 等

西部
高規格幹線道路を介して国道3号を利用して周辺市
町からの交通が集中。
公共交通はバスのみ。

ハード
鹿児島東西道路の延伸及び関連道路の交差点改良
道路敷地内でのピンポイント対策等

ソフト 自転車利用の促進（コミュニティサイクルの拡充） 等

南部
国道225号を利用して周辺市町からの交通が集中。
JR指宿枕崎線、路面電車、バス網が整備済。
郊外大型店舗が集積。

ハード
臨港道路
道路敷地内でのピンポイント対策等

ソフト 鉄道、路面電車の利用促進（谷山駅前広場整備等、パーク&ライド）等

市街地部
JR鹿児島本線･日豊本線･指宿枕崎線、路面電車、
バス網が整備済。
市街地の内々交通が１４８千台（約３０％）が集中。

ハード 道路敷地内でのピンポイント対策

ソフト

JR、路面電車、路線バスの利用促進
路面電車観光路線の新設
自転車の利用促進（自転車ネットワーク整備推進、コミュニティサイクルの
拡充等）

13

３．主要渋滞箇所の対策検討・立案

（２）鹿児島市中心部の各地域別の対策方針（案）
○鹿児島エリアの各地域別に今後対策の検討・立案を進める。



（２）道路用地内での
対策可否

車線運用の変更

交通運用の改善

⇒信号現示の改良 など

⇒流入車線構成の変更 など

道路用地内での改良

⇒右折・左折ﾚｰﾝの設置・延伸

⇒バスベイの設置又は移設 など

誘導表示の改善

⇒誘導・案内標示の強化 など

交通需要の抑制

⇒交通手段の変更（公共交通）
⇒時間の変更（時差出勤）
⇒利用経路の変更（料金施策） など

○鹿児島エリアについては、主要渋滞箇所の渋滞対策メニューを参考に、現地調査結果を踏まえ 対策メニューの検討・立案を行う。

３．主要渋滞箇所の対策検討・立案

（３）鹿児島エリアの渋滞対策検討（案）

紫原団地入口

（３）用地買収の可否

NO

YES

YES

NO

用地買収後、交差点改良
現道拡幅等

＜短期対策（ピンポイント対策）＞

＜ソフト対策＞

（１）渋滞要因の整理

⇒交通需要過多
（容量超過）

⇒阻害要因
（容量低下）
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◆阻害要因がある（イメージ）

◆交通需要過多（イメージ）

阻害要因（右折車のはみ

出し等）により容量低下

交通集中等
で容量超過

主要渋滞箇所

＜中長期対策（ハード対策）＞

：直進車

：右折車



３．主要渋滞箇所の対策検討・立案

紫原団地入口交差点内の適切な誘導案内と迷走等による速度低
下・進路妨害を防ぐことで交差点内における交通の円滑化を図る。

写真

鹿児島県

鹿児島市

紫原団地入口
交差点

紫原団地入口
交差点

主要渋滞箇所

九州自動
車道

１ 225
・迷走車による進路
妨害により、直進
車両の速度低下

至

指
宿
市

１ 225

直進車両（鹿児島市街地行き）
直進車両（鹿児島中央駅行き）

対策前

紫原団地入口交差点

至 紫原団地

至

鹿
児
島
中
央
駅

至 鹿児島市街地

１ 225

・進行方向毎に誘導線を色分けし、既設の減
速ﾏｰｸを同色とする事で交差点手前から車線
変更を促し、迷走等による進路妨害を抑制。

至

指
宿
市

１ 225

直進車両（鹿児島市街地行き）
直進車両（鹿児島中央駅行き）

紫原団地入口交差点

至 紫原団地

至

鹿
児
島
中
央
駅

至 鹿児島市街地

対策後（イメージ）

至 指宿市

至 鹿児島市街地

至 鹿児島中央駅

鹿児島港
（木材団地）

至

指
宿
市

【対策】【位置図】
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国道225号 紫原団地入口交差点の現状・課題

＜現状＞
■商業施設や企業等の集積地域であり、交通量が多い
■交差点直前での進路変更により、後続車両の進路妨害等が発生

＜課題＞
■適切な交通誘導による交通迷走の抑制

写真至 指宿市

至 鹿児島市街地

至 鹿児島中央駅

（４）ピンポイント対策 （紫原団地入口交差点）



0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

S40年 S45年 S50年 S55年 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年 H22年 H27年

市南部 市中心部 市全体 3.07

1.44

1.01

鹿児島市
中心部

資料：国勢調査

※市南部：谷山支所・喜入支所管内、市中心部：本庁管内
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（１）鹿児島南部断面の交通流動
○近年、鹿児島市南部では住宅地整備や大型商業施設、企業等の進出とともに人口が増加し、交通量も増加。
○中長期的な臨港道路の整備に加え、短期的にはピンポイント対策の検討を進めるとともに、新たなやソフト施策を検討・推進していく。

南部断面の交通流動と混雑度

４．ソフト施策の検討

鹿児島市の人口推移

南部断面交通量の推移

資料：道路交通センサス

883 886
959 975 939 956

0
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1,000

1,200

H6 H9 H11 H17 H22 H27

国道225号 県）郡元鹿児島港線（産業道路）

増加

（百台/日）

＜S40年を1.0とした人口の伸び率＞

市南部の人口増加が顕著
S40年以降、住宅団地開発が活発化
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●鹿児島市中心部への交通集中により、流入路線で容量が不足

南さつま・枕崎

6千台 南九州・指宿

9千台

鹿児島市
南部

南部住宅集積

62千台
木材港

26千台

大型店舗
業務集積

28千台

資料：現況交通量推計結果より作成

鹿児島市南部

14千台

日置市等

11千台

南部断面
155千台
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４．ソフト施策の検討

（２）鹿児島南部エリアにおけるソフト施策（案）の検討

鹿児島エリアの特徴とソフト施策の方向性・検討方法

○鹿児島南部エリアは、市電やバス、自転車を利用しやすい環境が整っており、公共交通や自転車の利用促進が有効。
○また、国道225号や産業道路など、混雑時間帯が一時的かつ方向が明確なため、時差出勤等も有効。
⇒今後、協議会として、必要な調査や交通ビッグデータ分析等を実施しながら、有効なソフト施策について検討していく

分類 鹿児島南部エリアの特徴 エリアの課題 ソフト施策（案）

経路の
変更

主要路線（国道225号、産業道路、指
宿スカイライン）が並走

最大6車線の道路が整備済み
⇒

・一般道路の国道225号、産
業道路に交通が集中

⇒ ①指宿スカイライン利用促進

手
段
の
変
更

市
電
・バ
ス

市電やバスで市街地内を網羅
 ICカード（ラピカ）の積み増し特典、乗
継割引等のサービスが充実

ノーマイカーデー・エコ通勤等の取り
組みを導入済み ⇒

・駅・バス停や居住地が従業
地と離れており、交通手段
もない

・コミュニティサイクルは市街
地の一部にエリアが限られ
ている

⇒

②パークアンドライド
③サイクルアンドライド
④コミュニティサイクルの拡大
⑤エコ通勤の拡充

自
転
車

鹿児島市内でコミュニティサイクル
（かごりん）を導入済み

車利用の
見直し

市街地への入口となる道路が限定的
臨港エリアに企業が集中

⇒ ・ピーク時間帯に交通が集中 ⇒
⑥時差出勤・フレックスタイム
⑦相乗り促進
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４．ソフト施策の検討

（３）鹿児島南部エリアにおけるソフト施策（案）の一覧表

鹿児島南部エリアのソフト施策（案）の概要

○交通需要マネジメントの考え方をもとに大きく経路変更、手段変更、車利用の見直し（効率的な利用）の3分類でソフト施策を7案提案・検討する。
○各関係機関で対策の具体な実施方針（案）を年内までにWG等で議論・整理し、次回、協議会に施策の実施について提案する。

大分類 番号 ソフト施策 取組内容 備考

経路変更 1 指宿スカイライン利用促進 ・指宿スカイラインの利用促進により、一般道路からの交通転換を図る

手段変更

2 パークアンドライド
・自動車からバス・電車への乗り換えにより交通手段を転換
・利用者に対し、駐車場代や定期代の割引き等を実施
・整備が進む谷山駅や大型商業施設などを活用

3 サイクルアンドライド
・自転車からバス・電車への乗り換えにより交通手段を転換
・利用者に対し、駐輪場代や定期代の割引き等を実施
・駐輪場が大きい宇宿駅、谷山駅、慈眼寺駅、坂之上駅、谷山電停等を活用

4 コミュニティサイクルの拡大

・自動車から自転車を利用したバス・電車への乗り換えによる交通手段の転換
・利用者に対し、自転車利用料の割引き等を実施
・商業施設や臨海地区の従業地に近い谷山駅や宇宿駅、イオン等の大型商業施設に
設置し、クルーズ船等の観光渋滞対策にも寄与

5 エコ通勤の拡充

・鹿児島県が実施しているエコ通勤の強化期間の設定等の拡充により、交通手段の転
換を促進
・割引適用路線の拡大（JRなど）、実施曜日の拡大（金曜日など）等を推進
・登録者数の多い（貢献度の大きい）企業にはインセンティブとして、市営バス等の広告
掲載やＨＰ掲載実施などで取り組みを拡大

車利用の見
直し

6 時差出勤・フレックスタイム ・国・県・市等を中心とした時差出勤により時間分散を図る

7 相乗り促進
・企業に対し相乗り通勤制度導入を促進し、交通量を削減
・インセンティブとして、市営バス等の広告掲載やＨＰ掲載を実施
・その他取り組みと合わせて実施も検討



番号 ソフト施策 実施想定箇所

1 指宿スカイライン利用促進 指宿スカイライン全線

2 パークアンドライド 谷山駅、大型商業施設等

3 サイクルアンドライド
宇宿駅、谷山駅、慈眼寺駅、
坂之上駅、谷山電停

4 コミュニティサイクルの拡大 宇宿駅、谷山駅

5 エコ通勤の拡充 鹿児島南部エリア全域

6 時差出勤・フレックスタイム 鹿児島南部エリア全域

7 相乗り促進 鹿児島南部エリア全域

谷山駅

②

指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

中山IC

坂之上駅
③

宇宿駅
③④

慈眼寺駅
③

谷山電停

③
②③④

⑤⑥⑦
鹿児島南部
エリア全域

①
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４．ソフト施策の検討

（４）鹿児島南部エリアにおけるソフト施策（案）の位置図

大型商業施設
②
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４．ソフト施策の検討

• 自動車からバス・電車等への乗り換えにより、交通手段の転換を促進
• 利用者に対し、駐車場利用料金や定期代等の割引を実施
• 整備が進む谷山駅や中山ICのスポーツ施設などを活用
• 谷山駅・・・土地区画整理事業を実施中であり、副都心として整備中

（駐車場規模は不明）

• 宇宿周辺・・オプシアミスミを活用

●事例

• 実施 福岡県
• 期間

平成29年10月1日～（本格導入）
• 対象駐車場

郊外のショッピングモール（イオン等）
• 申し込み条件

申込書
イオン商品券5,000円/月の購入
バスや電車の定期券・回数券の提示

オプシアミスミ発 平日３９便
オプシアミスミ着 平日４０便

パークアンドライド（案）の概要
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４．ソフト施策の検討

サイクル＆ライド（案）の概要

谷山周辺の駐輪場整備状況
H２７ 南鹿児島駅駐輪場整備【収容 300台】
Ｈ２８ 谷山電停駐輪場整備【収容 653台】
Ｈ２８ 慈眼寺駅駐輪場整備【収容 522台】
Ｈ２９ 谷山駅駐輪場整備【収容 438台】

谷山周辺の各駅での駐輪場の整
備や市中心部のコミュニティサイク
ルの拡充も進んでおり、自転車を活
用した公共交通機関の利用促進を
促すよう広く広報活動を行う。広報と
合わせ、取り組みやすい環境づくり
を検討。

■事例：自転車通勤によるメリットを写真やグラフを
使い視覚的な広報（徳島地区）

■谷山周辺のアクセス環境整備事業

• コミュニティサイクル
「かごりん」の拡充

• サイクルトレイン
（事例：秩父鉄道（埼玉））

■取り組みやすい環境の整備（案）
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４．ソフト施策の検討

エコ通勤の拡充（案）の概要

■取り組みやすい環境の整備（案）
【実施内容】

参加対象：事業所
実施期間：H29年10月10日～16日
実施方法：参加事業所の職員、従業員は、事業所が選択した日に

「エコ通勤」を実施、実施後はアンケートを提出
その他：参加企業はHP等で広く広告

期間中は１回100円の運賃でバスに乗車できる乗車証発行

■事例：エコ通勤week（栃木県）

既存のエコ通勤の強化期間を設定し、多くの企業へエコ通勤への
参加を促す。また、取り組みへの参加により、企業にエコ通勤を浸透
させ、広報や環境の整備等で継続的な取り組みを促していく。

手段 エコ通勤割引路線

バス路線

鹿児島交通株式会社

南国交通株式会社

JR九州バス鹿児島支店

鹿児島市交通局

路面電車 鹿児島市交通局

■エコ通勤強化週間の実施

• 期間内は、毎日水曜日と同等の割引が適応
• 企業を対象とし、参加企業はHP等に掲載

②割引適応路線に鉄道（JR九州）の追加
③週2日やプレミアムフライデー等日数の拡大
④エコ通勤実施日に駅周辺の駐車場料金割引
⑤谷山周辺から鹿児島中央駅や天文館までの直行便の運行

エコ通勤強化週間の実施

実施後：継続的な取り組み

• 広報により、継続的な取り組みを促す
• 取り組みやすい環境の整備検討（割引制度の拡充）

現状

• 毎週水曜日に公共交通利用で料金半額
（マイカー通勤の方）

256 

341 
360 362 

371 372 

69 

122 
141 146 

165 169 
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0

50
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200

H24 H25 H26 H27 H28 H29

（百人）（社）

• 参加企業数・参加者数の推移 • チラシ

継続的な取り組み
により、増加傾向

①市営バスと市電の乗り換え割引

例：住宅地⇒市営バス（100円）⇒市電（100円）⇒鹿児島中央駅
乗り換え時の割引により、公共交通への転換を促進

市営路線

■鹿児島県エコ通勤割引パスの取得者推移

その他

市町村

県庁

（人）

県庁関係者の参加が大半近年は
民間の事業所（その他）が増加傾向

• チラシ

H21.11－
H22.9

H22.10－
H23.9

H23.10－
H24.9

H24.10－
H25.9

H25.10－
H26.9

H26.10－
H28.3

H28.4－
H30.3
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５．官民連携による渋滞対策

トラックやバス等

利用者団体と連携

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

今年度、トラック・バス事業者から見た渋滞箇所の対策を実施

＜トラックが渋滞に巻き込まれている状況＞

＜バスが渋滞に巻き込まれている状況＞

○人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラックやバス等の利用者団体との連携を強化し、利用者目線で対策箇所を特定した上で、
即効性のある渋滞対策を実施。

（１）官民連携による渋滞対策について



（２）ピンポイント対策 （みろく交差点～加治木団地入口交差点）

５．官民連携による渋滞対策
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至 霧島市隼人方面

至 鹿児島市

至

鹿
児
島
市

右折車両（加治木市街地行き）
直進車両（加治木ＩＣ行き）

加治木団地入口交差点

至

加
治
木
Ｉ
Ｃ
方
面

至 霧島市隼人方面
◆加治木団地入口交差点手
前で各方面への分かりづらさ
から急な車線変更が発生

鹿児島県

姶良市

鹿児島県姶良市
国道10号

みろく交差点

路面カラー舗装

◆前方車両の車線変更によ
りみろく交差点手前で急ブレ
ーキが多発

みろく交差点

至 鹿児島市

≪広域図≫

至

鹿
児
島
市

至

都
城
市

主要渋滞箇所

至 熊本県

57

446

465

加治木団地入口
交差点

みろく交差点

42
55

467

391

写真

至

鹿
児
島
市加治木団地入口交差点

至

加
治
木
Ｉ
Ｃ
方
面

至 霧島市隼人方面

みろく交差点

対策前

対策後（イメージ）

≪位置図≫

国道10号 みろく交差点～加治木団地入口交差点の現状・課題

＜現状＞
■鹿児島市と霧島市方面を南北に結ぶ国道10号のため、交通量が多い
■加治木バイパスと旧国道10号の分岐交差点のため右折交通も多い
■交差点直前での進路変更により、後続車両の進路妨害等が発生

＜課題＞
■適切な交通誘導による交通迷走の抑制

みろく交差点～加治木団地入口交差点の適切な誘導案内により、
迷走等による速度低下・進路妨害を防ぎ交通の円滑化を図る。

【対策】
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６．次回鹿児島県交通渋滞対策協議会に向けた検討項目

①主要渋滞箇所の最新データによる交通状況のモニタリング
⇒主要渋滞箇所の選定基準に該当しない箇所の調査状況

②鹿児島エリアの主要渋滞箇所の対策
⇒対策メニューの検討【国、県、市】

＜次回鹿児島県交通渋滞対策協議会に向けた主な検討内容＞

※【】内は主な検討主体

③鹿児島南部エリアにおけるソフト施策の検討
⇒実施可能なソフト施策のニーズ把握・対策検討【国、県、市、バス事業者】

④利用者団体からの要望による主要渋滞箇所の追加検討
⇒追加検討箇所のデータ確認および現地調査【国、県、市、警察、トラック・バス事業者】
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